
小 さ な 群 れ 

新しい年を迎えて 

 

新しい年を迎えた今日、降誕 8 日目にあたる 1 月 1 日に、教会は、

ローマの古い伝統に従い、“神の母マリア”の祭日を祝います。 

マリアを「神の母」と宣言したのは、431 年のエフェゾ公会議でし

た。年のはじめをマリアの記念日として祝い、祈るのは古いローマ教会の伝統によってい

ます。また、この日がことに大事にされるようになったのは、12 月 25 日から数えてち

ょうど 8 日目にあたるからです。 

8 日目にあたる今日、誕生した神の子は「イエス」と命名されることにより、正式に神

の民の歴史、人類の歴史の一員になります。 

そして、マリアには、救い主としてのイエスの使命に、自分も深く一致するという母の

姿があります。 

マリアは、羊飼いたちにイエスを示し、彼らを喜びでみたしましたが、今日も私たちに

恵みそのものであるイエスを示し、与え続けられます。 

今日は「世界平和の日」でもあります。世界の人々と心をひとつにして、たまものであ

る平和を祈り求めましょう。 

教会は、年の最初の朗読を、イスラエルに伝わる民数記 6 章の祝福の言葉ではじめま

す。 

創造の時、「神はお造りになったすべてのものを御覧になり」、それは「良かった」とす

べてを「祝福し、聖別され」ました。 

「主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

主が御顔を向けてあなたを照らし 

あなたに恵みを与えられるように。 

 主が御顔をあなたに向けて 

あなたに平安を賜るように。」 

この祝福の源は神ご自身ですが、この神の祝福の行為に私たちのそれをも合わせ、出会

う人々のために主に祝福を願う日としてはいかがですか。（Laudate） 
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